様式４－６

提　案　書（業務実施体制）
１　弁護士の経歴及び能力並びに組織体制、管理責任体制、業務従事者の専門性、教育及び研修
　（統括責任者として十分な経験及び資格を有し、適切に従事者を管理監督できること。業務従事者の人員、経験年数、資格及びコンプライアンスなど必要な体制が整っていて役割が明確であること。併せて、病院との連絡体制が十分に図られていること。）
２　相談体制及び相談受付
（委託者からの未収債権及び一般的な未収管理全般に関する相談について、建設的な提案ができること。）

　※具体的な事例など。
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